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力を合わせて縁の下の力持ちに！！ 多くの要員さんが必要です！！ 

東京の聴覚障害者・手話学習者などたくさんの力で集会を支え、盛り上げましょう！！ 

 

「手話言語学入門」 
金沢大学准教授 武居渡氏 

「手話は言語ってよく聞くけど…？？？」 

 

「労働」「健康」「コミュニケーション」 

「高齢期」「地域生活」「家族」「福祉制度」 

さまざまな問題を取り上げています！ 

 

スカイツリーを見て浅草でお買い物 

水上バスにも乗っちゃおう！！ 
 

「障害者福祉法制の最新事情」 

日本社会事業大学教授 佐藤久夫氏 

「聴覚障害児と保護者とのかかわりを通じて」 

宮城教育大学準教授 松崎丈氏 など 

 

第１６回重度重複と高齢の聴覚障害者の発達と権利を考える 

全国聴覚言語障害者福祉研究交流集会 

東京集会開催！ 

期 日：２０１２年１１月１７日（土）～１８日（日） 

会 場：国立オリンピック記念青少年センター（渋谷区） 

集会参加費：５０００円（２日間） 
全国各地の施設や地域での実践を学ぶチャンスですぜひ集会にご参加ください！ 

 

 

 

 

主催団体 社会福祉法人 京都聴覚言語障害者福祉協会   社会福祉法人 埼玉聴覚障害者福祉会 
社会福祉法人 大阪聴力障害者福祉事業協会   社会福祉法人 ひょうご聴覚障害者福祉事業協会 

社会福祉法人 東京聴覚障害者福祉事業協会   全国ろう重複児・者家族連絡会 

主管団体 第１６回全国聴覚言語障害者福祉研究交流集会東京実行委員会 

社会福祉法人東京聴覚障害者福祉事業協会 

全国ろう重複児・者家族連絡会 

たましろの郷後援会 
（構成団体）社団法人東京都聴覚障害者連盟／特定非営利活動法人東京都中途失聴・難聴者協会／東京ろう重

複者とあゆむ会／東京都手話サークル連絡協議会／東京都手話通訳問題研究会／東京都手話通訳者協会／（社

保労）東京手話通訳等派遣センター分会／たましろの郷世田谷委員会／葛飾たましろの郷後援会／たましろの

郷板橋後援委員会／八王子たましろの郷後援会／たましろの郷練馬後援委員会 

分科会 
 

ボランティア募集します！ 
 

 

第１６回 全国聴覚言語障害者福祉研究交流集会 東京実行委員会 事務局 

（東京手話通訳等派遣センター内） 

TEL03-6380-5167 FAX03-3354-6868 e-mail zenchofuku@tokyo-shuwacenter.or.jp 

 

お問合せ 
 

皆で学ぼう！ 

最新情勢!! 

なかまの企画 
 

記念講演 
 

入門講座 
 

mailto:t-honbu@tokyo-shuwacenter.or.jp


第１６回 全国聴覚言語障害者福祉研究交流集会 

～重度重複と高齢の聴覚言語障害者の発達と権利を考える～ 

実施要綱 

1.主 旨 
‘3.11’あの日から1年余が過ぎましたが、まだ多くの障害を持つ仲間たちが仮設生活を強いられ、

原発汚染で自宅に帰ることすらも妨げられて、苛酷な日常に耐え忍んでおります。 

  昨今の高齢者・障害者福祉は｢地域で共に暮らす社会｣が称えられています。さらに身体・知的・

精神などと区別しない3障害一体化が求められています。そんな中にあって、高齢聴覚障害者専用

生活施設(特養ホーム等)や、3 障害一体どころか単身で複数障害を負う、少数重度“ろう”重複者

の社会参加訓練を目指した専門施設を求める声が、全国各地からますます高まってきております。 

 “私たち抜きで私たちのことを決めないで…”を掲げて取り組んだ「障害者自立支援法」の見直し

は、みんなでまとめた骨格提言による『総合福祉法（仮称）』の新設に向かって動き始めましたが、

6月の国会審議を経て名称のみ『総合支援法』となって復活(?)してきました。 

 こんな情勢の中で、第16回｢全聴福研｣東京集会が開催されることになりました。 

 本年度も、昨年の京都集会に引き続いて、障害当事者と関係者の実践や研究の交流を通し、 

  ① 「支援法」から「総合福祉法（仮称）」への動きを見極め、その現実問題と、課題を学び、 

  ② ますます求められて“聴覚障害者”専門施設の役割とその専門性を明らかにして、 

  ③ 言語である手話が社会的に認知され、だれもが安心して暮らせる社会を築いていきます。 

  そんなことを目的に、全国の仲間とともに、ろう重複・高齢聴覚障害者の発達と権利の保障を求

めた、大きな飛躍をめざした『集会』でありたいと願っています。 

 

2.主 催 
社会福祉法人 大阪聴覚障害者福祉会 

社会福祉法人 京都聴覚言語障害者福祉協会 

社会福祉法人 埼玉聴覚障害者福祉会 

社会福祉法人 ひょうご聴覚障害者福祉事業協会 

社会福祉法人 東京聴覚障害者福祉事業協会 

全国ろう重複児・者家族連絡会 

（協力）社会福祉法人 千葉県聴覚障害者協会 

 

3.主 管 
第１６回全国聴覚言語障害者福祉研究交流集会東京実行委員会 

 

4.後 援（予定） 
厚生労働省／(社福)全国社会福祉協議会／東京都 

(社福)東京都社会福祉協議会／東京都市長会／特別区長会／東京都町村会 

(社福)ＮＨＫ厚生文化事業団／(社福)東京新聞社会事業団／(財)毎日新聞東京社会事業団 

(社福)朝日新聞厚生文化事業団／(社福)産経新聞厚生文化事業団 

(社福)読売光と愛の事業団／(公財) 日本テレビ小鳩文化事業団 

 

6.開催日時／2012年 11月 17日（土）18日（日） 

 
7.開催場所／「国立オリンピック記念青少年総合センター」（東京都渋谷区代々木神園町3番1号） 

 

8.開催規模／550名 

 
9.参加資料代／5,000円 
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10.企 画 

（1）開会全体会 

①開会式  

②基調報告 

 ③特別講演 
テーマ 「手話言語学入門」 
講 師  武 居 渡 氏・金沢大学人間社会研究域 学校教育系 准教授 

 

（2）入門講座 

 

＜11月 17日（土）＞ 

講座１「利用者と保護者とのかかわりを通じて」 

講師 横 内 康 行  氏・社会福祉法人あいのわ福祉会 綾瀬あかしあ園 施設長 

 

＜11月 18日（日）＞ 

講座２「障害者福祉法制の最新事情」 

講師 佐 藤 久 夫 氏・日本社会事業大学 教授 

 

講座３「千葉県におけるろう重複障害者支援の取り組み」 

 講師 社会福祉法人 千葉県聴覚障害者協会  
 

 

（3）実践交流会 

 

第１分科会 「労働と発達を考える」 

共同研究者 大 畠  宗 宏 氏・社会福祉法人 皆の郷 理事 

第２分科会 「心と体の健康づくり」 

第１分散会 ～こころの健康～ 

共同研究者 西 牧 陽 子 氏・大正大学カウンセリング研究所 相談員 

第２分散会 ～からだの健康～ 

共同研究者 片 倉 和 彦 氏・双葉会診療所 

第３分科会 「コミュニケーション保障と集団作り」 

共同研究者 南 宮 由 和 氏・社会福祉法人東京聴覚障害者福祉事業協会 理事長 

      金 澤 貴 之 氏・群馬大学教育学部障害児教育講座 准教授 

第４分科会 「高齢期を支える」 

共同研究者 永 井 紀世彦 氏・特別養護老人ホーム ななふく苑 施設長 

第５分科会 「地域生活を支える」 

共同研究者 山 口  慎 一  氏・社会福祉法人埼玉聴覚障害者福祉会 常務理事 

第６分科会 「家族の願いと家族会」 

共同研究者 横 内 康 行  氏・社会福祉法人あいのわ福祉会 綾瀬あかしあ園 施設長 

      杉 山 行 利 氏・社会福祉法人東京聴覚障害者福祉事業協会 理事 

  第７分科会 「福祉実践と福祉制度のあり方」 

共同研究者 白 沢 仁  氏・障害者の生活と権利を守る全国連絡協議会 事務局長 

 

 今集会(2012年度)の基調は、資料集に掲載し、後日参加の皆様に発送いたしますのでご了承ください。 
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（4）自主交流会  
  参加者が発起人となり職種や立場、課題別に集まって交流を深めます。前回は、地域活動支援セ

ンター、法人および後援会、児童デイ、聴覚障害職員、家族等の交流会が開かれました。 

 

（5）展 示  
 全国各地のろう重複作業所・施設にて生産された自主製品等の展示を行います。 

 

（6）閉会全体会 
入門講座及び各分科会の概要を報告し集会を共有するとともに、次期開催地への引き継ぎと課題

提起を行います。 

11.日程表 
 

１７日（土） 
時

刻 
１８日（日） 

入門講座 分科会 なかまの集い 入門講座 分科会 なかまの集い 

9 保護者から引継ぎ

（９：００） 

 

10

 

共同研究者 

司会者打合せ 

 

11

入門講座・分科会 

9：00～12：00 

受付 12：00～ 

開会式・基調報告 12：30～ 

保護者から 

引継ぎ 
12 昼食 

13
特別講演 

13：15～14：45 

入門講座・分科会 

13：00～14：45 

都内観光 

14

15
閉会全体会 

15：00～16：00 

保護者へ 

引継ぎ 入門講座・分科会 

15：00～17：00 

室内レク 

16

17
自主交流会 

（自由参加） 

17：15～18：30 保護者へ 

引継ぎ 18
 

 
19

 

 

 

  

※「なかまの集い」の詳細につきましては、別紙“なかまの集い･実施要綱”をご参照ください。 
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 参加お申込みのご案内   

 
1.集会参加費  ５，０００円 
 
2.昼食代（11／18） ５５０円 
・オリンピックセンター内・カフェテリア「ふじ」 

  ※センター内は、食べ物の持込が不可となっております。レストラン以外の場所では、食事
は一切できませんので、昼食はこちらでお申込みください。 

 
3.第１５回報告集   １，０００円 
 ・昨年（2011年）の集会報告集です。 

特に分科会参加をご希望の方は、 

昨年度の到達点を報告集でご確認のうえ、ご参加ください。 

  ※今年度（第16回）集会報告集をご希望の方は、 

当日分科会会場でお申し込みください。 

 
4．参加申込み方法について 
 ★参加申込先（インターネットよりお申込ください） 

京王観光「第１６回全聴福研申込ページ」 

http://www2.kingtour.com/ev/u/?cvid=nakama 

・インターネットでの申込ができない場合はFAX用の申込書をお送りしますので、実行委員会まで 

お問い合わせください。費用のお支払方法につきましてもご案内いたします。 

・また、「たましろの郷」「たましろの郷後援会」「東京手話通訳等派遣センター」のホームページ 

 からも申込書をダウンロードすることが出来ますのでご利用ください。(送信先は京王観光です) 

 
5．参加費等送金方法について 
 ・お申込みと同時に、諸費用をお振込みください。 

  費用のお振り込みだけでは参加申し込みとなりませんのでご注意ください。 
6．キャンセルについて 
 集会参加費・昼食代 

・費用受領後のキャンセルのお申し出につきましては、ご返金できません。 

 

7．参加申込み締切りについて 

参加申込締切⇒2012年 10月 19日(金)※期日厳守  
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9:00 受付開始

9:30 会場を出発
バス車内で始まりのあいさつ

10:40 スカイツリーを間近に展望
浅草寺と仲見世散策

12:00 受付開始 11:30 昼食
昼食は済ませてからお越しください お土産購入

12:30 始まりのあいさつ 13:10 浅草、吾妻橋　出発
自己紹介 水上バスで隅田川下り

13:50 日の出桟橋　到着
会場に向け出発

14:30 会場に到着

15:00 終わりの挨拶
随時解散

17:00 終わりのあいさつ
随時解散

折りたたみかさ 着がえをいれるビニール袋
カッパ ハンカチ（タオル）

持ち物

リュック

ぼうし 着替え

おこづかい（　　　　　　円） 昼食の時、いつも飲んでいるお薬

室内レク開始

18日(日) スカイツリー見物

17日(土)　室内レク

なかまの集
い

タイム

スケジュール



【お問合せ先】 

（集会全般について） 

  〒１６０－００２２ 

  東京都新宿区新宿２－３－１２ グレイスビル７F 

  東京手話通訳等派遣センター内 

  第１６回全国聴覚言語障害者福祉研究交流集会事務局 

  TEL ０３－６３８０－５１６７（全聴福研専用番号） 

  FAX ０３－３３５４－６８６８ 

   E-mail zenchofuku@tokyo-shuwacenter.or.jp（全聴福研専用アドレス） 

 

（分科会・なかまの集いについて） 

〒１９８－００５２ 

東京都青梅市長淵５－１４２０－２  

障害者支援施設「たましろの郷」 

   TEL ０４２８－２０－０７２２ 

  FAX ０４２８－２０－０７２１ 

   E-mail m-suzu@ab.wakwak.com（分科会） 

E-mail tamasiro@bg.wakwak.com（なかまの集い） 

 

 （自主製品等展示について） 

〒 １５０－００１１ 

東京都渋谷区東１－２３－３  東京聴覚障害者自立支援センター３階 

たましろの郷後援会 事業部 

  TEL／FAX０３－５４６８－３６１３ 

  E-mail  tamasiro@athena.ocn.ne.jp 
 

 

8.集会会場・交通のご案内 

国立オリンピック記念青少年総合センター 

   （東京都渋谷区代々木神園町３番１） 

 

■電車をご利用の場合 

・小田急線｢参宮橋駅｣駅下車・徒歩約7分 

・地下鉄千代田線｢代々木公園駅｣下車 

(代々木公園方面出口4番出口)徒歩約10分 

 

＜東京駅から＞ 

・ＪＲ中央線乗車約14分・｢新宿駅｣乗り換え 

～小田急線各駅停車乗車約3分・｢参宮橋｣下車徒歩約７分 

 

■車をご利用の場合／首都高速4号線        

・代々木ランプより(三宅坂方面のみ)約１００ｍ  <集会会場地下駐車場>  

・初台ランプより(高井戸方面のみ)約２ｋｍ    ・入庫後8時間未満＝150円/30分毎      

・新宿ランプより(大型バスの場合)約２ｋｍ    ・入庫後8時間を超えた場合＝50円/30分毎  

                         （障害者手帳の提示で無料） 
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 分科会レポート募集   

 

施設、作業所での日々の支援実践の内容、また地域での取り組みの様子や課題などをまと

めて作成して下さい。レポートを基にした討論を通して、今後の取り組みの課題を明らかに

するとともに、先駆的に実践展開されている支援事業や研究成果を参加者が共有し持ち帰る

ことで、全国各地で支援を必要としている聴覚障害者への支援の輪を拡げていければと考え

ます。 

積極的にレポートを発表してください。成功例だけでなく実践で悩んでいるレポートも歓

迎します。 

なおレポート作成に当たりましては、対象となる利用者様、ご家族様のご了解と、施設、

作業所等責任者の内容確認をいただくこと、また、報告資料（パワーポイント等を含む）に

ついてはプライバシー保護に対する十分な配慮をお願いいたします。パワーポイント等で使

用する場合は、ご本人、ご家族のご了解済みであることを付記してください。 

 

１.レポート作成の際は、報告したいことや討論のポイント等をできる限りわかりやすくまと

めてください。 

 

２.まず、レポート提出計画書を送付してください。 

メールか郵送、またはファックスで お願いいたします。 

 

レポート提出計画書締切：9月 14 日(金) 必着 

(要綱発送が遅れましたので延期いたしました） 

３.次に、レポート原稿を、次頁の様式で作成し、送付してください。 

メールか郵送、またはファックスでお願いいたします。 

 

 レポート原稿締切：9月 28 日(金) 必着 

（期限が短く申し訳ありません） 

４.ご提出いただいたレポートは、「事前資料集」に掲載し、参加者全員に送付します。 

 尚、レポートの報告数につきましては、分科会進行の都合上、事務局で調整させて 

いただく場合もありますので、ご了承ください。 

 

５.分科会レポートに関するお問合せ・お申込み先 

 

 

〒198－0052 東京都青梅市長渕 5－1420－2 

障害者支援施設「たましろの郷」 

 事務局分科会担当：鈴ヶ嶺 

TEL 0428-20-0722／FAX：0428-20-0721  

 

E-mail：m-suzu@ab.wakwak.com 

 



第16回全国聴覚言語障害者福祉研究交流集会　 ※該当区分に○をご記入下さい

一般参加

司 会 者

この申込書にご記入いただいた個人情報は、厳密に管理し、 要　　員

第16回全聴福研運営にあたり、名簿を作成する以外には、使用いたしません 実行委員

※該当する欄に、○及び必要事項をご記入ください。

　聴覚障害者 手話通訳

　健聴者 要約筆記

　ろう盲者 磁気ループ

〒 　ろう重複障害者 触読手話

重複する障害 接近手話

その他必要な配慮

第１ 労働と発達を考える

こころの健康

体の健康

第３ コミュニケーション保障と集団作り

第４ 高齢期を支える

第５ 地域生活を支える

第６ 家族の願いと家族会

第７ 福祉実践と福祉制度のあり方

※参加諸費用該当箇所に○をご記入ください。

○ 円 　≪申込書送信先／京王観光立川支店　担当：松本≫

円 FAX　０４２－５２６－２８９２ 受付Ｎｏ

18日 円

円 　≪参加諸費用を下記にご入金ください≫ 入力

三菱東京UFJ銀行　振込第一支店

当座　９５３００３３ 受領

京王観光（株）

フリガナ　ケイオウカンコウ（カ

＊次回第１７回の案内送付をご希望の方は右の欄にチェックを入れてください 次回案内送付を希望

入門講座

参　加　申　込　書

昼 食 代

合 計 金 額

1,000

関 係 機 関

そ の 他

参 加 資 料 代 事務局使用欄

550

第２

第 15 回 報 告 集

分散会１

分散会２

5,000

心と体の
健康づくり

手 話 関 係

家 族 関 係

参 加 希 望 記 入 欄 第１希望 第２希望

役職名所属機関

支 援 員

その他の職種

ＦＡＸ

　平日昼間の連絡先　＊上記と異なる場合はご記入ください。

ＴＥＬ ＦＡＸ

ＴＥＬ

所 属 先 名 称 （ 団 体 ・ 勤 務 先 等 ）

医 師

施 設 関 係

男性
ふりがな

女性
氏名

住所

栄 養 士

通 訳 者

ヘルパー

聴障団体関係

必要な援助内容区　　分

職 種

ケ ア マ ネ ー ジ ャ ー

看 護 師

調 理 員

相 談 員

教 員

Ｓ Ｗ



※該当する欄に、○及び必要事項をご記入ください。

年齢

男性

女性

住所

FAX番号 電話番号

所属

保護者名
当日の
連絡先

（携帯番号）

兄弟参加 氏名

性別 年齢

なかまの集い対象者参加諸費用
※該当する欄に、○をご記入ください。

2日間参加
参加費

3,000円
8,000円

17日
のみ参加

参加費
3,000円 4,000円

18日
のみ参加

参加費
3,000円

8,000円

第16回 全国聴覚言語障害者福祉研究交流集会 なかまの集い 申込書

性別

氏名

男性・女性

※施設名/学校名を記入してください。

観光費
5,000円

※観光費(バス/観光船)・昼食代

※レク費(文房具)・おやつ

レク費・観光費
5,000円

歳
〒

ふりがな

参加日
11月17日（土） (室内レク活動)

11月18日（日）

ふりがな
有・無

(スカイツリー見物)

ふりがな

※後日、なかまの対応上、お気を付けている面などについて質問ファックスを送らせていた
だきます。ご協力を是非お願いいたします。
※ご兄弟等、複数名申込の場合は、同用紙を複写しご使用ください。
※ご兄弟の参加費も、なかまと同額になります。

レク費
1,000円

※観光費(バス/観光船)・昼食代



  

自主製品等展示についてのご案内  

1.出品条件      

「第１６回全聴福研」参加者であり、下記の所属団体であること 

(1)全国ろう重複障害者施設連絡協議会加盟作業所・施設 

(2)全国高齢聴覚障害者福祉施設連絡協議会加盟施設 

(3)ろう重複障害者作業所・施設建設中の団体 

(4)その他聴覚障害者福祉専門の関係施設及び団体 

 

2.出品数の目安等 

(1) 展示スペースは長机半分程度（60ｃｍ×90ｃｍ）を基本として相当数ご準備ください。 

(2) 会場内での販売は禁止されております。 

(3) 物品の陳列場所に各施設・作業所等の紹介や自主製品の説明など記載したものを掲示いたします。 

Ａ４判縦サイズ１枚程度に作成いただいたものを掲示いたしますので、製品と共に送付してくだ 

さい。 

 

3.申込方法      

「自主製品等展示申込書」を担当（後援会事業部）までＦＡＸで送信してください。 

 

4.申込締め切り    

2012年 9月30日（日）必着 

 

5.展示方法     

(1)展示物の開梱（11月17日 11：00）、梱包（11月18日 16：00）時に担当者の立会をお願いします。 

 

6.物品の送付     

(1)物品を送付する際は、｢出品申込書｣に送付希望の旨を記載してください。 

 (2)物品の事故・破損については、実行委員会では責任を負いかねますので、ご承知おきください。 

(3)物品の返却は、料金着払で発送します。 

(4)物品の送付先および送付期日はお申し込みのあった団体等に直接、事務局より通知いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

自主製品等展示申込書 
 

施設名・作業所名・団体名 

 

 

 

担当者氏名 

FAX 

 

 

連絡先 

（住所） 

 

 TEL 

 

 

物品の搬入について 

当日持参 ・ 事前送付 

 

担当者携帯電話（当日連絡できる番号） 

 

 

当日の担当者名 

担当者メールアドレス（当日連絡できるアドレス）

 

 

 

 

この件についてのお問い合わせ 

 

たましろの郷後援会 事業部 

〒 150-0011  東京都渋谷区東1-23-3  東京聴覚障害者自立支援センター３階  

TEL・FAX 03(5468)3613 

 

 
 

FAX送付先 

 

たましろの郷後援会 事業部 

FAX ０３－５４６８－３６１３ 

  



第16回全国聴覚言語障害者福祉研究交流集会　

レポート提出計画書　　 ※提出期限：9月14日(金)必着

※レポートの提出を予定されている分科会に○をご記入ください。

第１ 労働と発達を考える

こころの健康

からだの健康

第３ コミュニケーション保障と集団作り

第４ 高齢期を支える

第５ 地域生活を支える

第６ 家族の願いと家族会

第７ 福祉実践と福祉制度のあり方

※必要事項をご記入ください。

〒

  有　・　無　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※ メールか郵送、またはＦＡＸで、下記事務局宛にお願いいたします。

〒198－0052　東京都青梅市長渕5－1420－2

障害者支援施設「たましろの郷」内

第16回全国聴覚言語障害者福祉研究交流集会

事務局分科会担当：鈴ヶ嶺

TEL：０４２８－２０－０７２２／FAX：０４２８－２０－０７２１

E-mail：m-suzu@ab.wakwak.com

≪レポート原稿の提出期限は、9月28日(金)必着です≫

視 聴 覚 機 材
希 望

第２

自宅　・ 職場 ・ 団体

所　　属

電　　話

F　A　X

連 絡 先

レ ポ ー ト の 題 名

キ ー ワ ー ド

討 議 し た い 内 容

心と体の
健康づくり

第1分散会

第2分散会

ふ り が な

氏 名



レポート原稿の作成について 
 

1.レポート作成・提出について 

(1)レポートは１～２ページ程度にまとめ下記の書式で作成してください。 

(2)事前資料集及び報告集編集の都合上、パソコン（Word）での作成にご協力下さい。また、入稿は

メール送信（アドレスは前ページに掲載）での提出にご協力ください。 

(3)手書きの場合は黒色のペン又はボールペンにて作成の上、ファックスまたは郵送してください。 

 

2.当日「補足資料」について 

補足資料を配布する場合は、必ず当日までに事務局に了承を得て、分科会（分散会）参加者数分を、

各自で準備しご持参ください。 

 

3.視聴覚機材の利用申込について 

ビデオ、スライド、パソコン等の機器利用を希望される場合は、その旨をレポート提出計画書に明

記し、事前に申し込んでください。（台数に制限がありますので、準備できない場合もあります。

ご了承ください。） 

 

4.原稿の書式 

(1)原稿はＡ４判横書き、２段組。 

(2)必ず分科会（分散会）、タイトル、所属、執筆者名をご記入ください。 

(3)論議したい項目を実線で囲み、「キーワード」として挙げてください。 

(4)余白(上下・左右)は２ｃｍを基本に空けてください。 

 

  

第○分科会 

「タ イ ト ル」 
所属 執筆者名 

キーワード：○○○○、○○○○  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 原稿の締切：9月 28 日（金）必着（メール又はファックス、郵送） 

 

 



第 16 回全国聴覚言語障害者福祉研究交流集会 
 

自主交流会を開きませんか？ 
集会参加者が自主的に企画開催する交流会です。 

分科会等のテーマに関わらず、自由に企画していただけます。 

「同じ職種の人と情報交換したい」「分科会にはないテーマだがぜ

ひ意見交換してみたい」など、集いの機会を希望さえる方は、事務

局までお知らせください。会場を提供いたします。 
これまでの自主交流会は 

  

後援会活動・調理職員・医療従事者・相談員活動 

児童デイ・地域活動支援センター・家族等 
 
 
 
 ＊交流会を希望される方は下記にご記入の上事務局まで送信してください。

交流会の運営に関しては、発起人の方にお任せいたします。 
 
申込締め切り 9 月 28 日（金） 

Fax 0428－20－0721(たましろの郷) 
E-mail  m-suzu@ab.wakwak.com 

 
発起人(氏名) 所属団体・部署等 

住所  〒 

電話 
       （    ） 

Fax 
      （     ） 

E－mail アドレス 

交流会名と主な内容 

 

mailto:m-suzu@ab.wakwak.com
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